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内容

e-Learning教材開発
– 附属図書館付設教材開発センターの取り組み

• 設置目的
• 活動内容
• 活動成果

e-Learning教材を利用した講義
– PC必携化と無線LAN環境整備
– MOOCsおよびJMOOC



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

2
附属図書館付設教材開発センターの設置目的
http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/
平成23年度（2011年4月）に設置

ICTを積極的に活用した質の高い電子教材の提供による教育の質の向上
– 教員が電子教材を作成する際の支援
– センター独自の革新的な教材の開発（例：3次元CGを活用した対話型電子教材）
– 効果的な教育方法の提案
– 大学図書館の教育への関与

これまでの具体的な活動
– 授業等の録画とそれらを編集した講義ビデオ教材の公開
– 3次元CGを活用した電子教材の開発と提供
– 教材開発技術や著作権等に関する講習会の実施

効果
– 学生が、何時でも、何処でも、自律的に、自分のペースで、自由に学習することが
できる環境の整備 ＝＞ 自学自習：アクティブラーナー

– 教員にとっては、講義時間を有効に活用し工夫を凝らした講義の実践
＝＞ 反転授業(Flipped Classrooms)，融合型学習(Blended Learning)

連携事業
– 多くの教室や主要な共用スペースで使える教育用無線LANの整備
– H２５年度の入学生より学生PC必携化
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附属図書館付設教材開発センター事業内容

古い授業

現在の授業

教科書＋黒板（板書）＋教員

教科書＋プロジェクター＋教員

インタラクティブ教材の開発

ICT高度
利活用

教材開発サイクル

学生と教員の協働

教
材
開
発
テ
ン
プ
レ
ー
ト

教
材
開
発
支
援
シ
ス
テ
ム

学習効率のよい質の高い教材
（全く新しいタイプ）

例）ロールプレイングゲームのよ
うな課題達成型教材（演習教材）

例）最初の授業で学生の興味を
駆り立てるイントロ教材

３次元CG、VR、MR、AR技術、スマートフォン等利活用

ビデオ教材の開発

体験型電子教材(魅力ある教材）

講義のビデオ撮影・編集・公開

電子教材利用による授業

ブロードバンドネットワーク・無線LAN環境

演習・実習形式の授業

講義形式の授業

ビデオ教材の利活用
インタラクティブ教材の利活用
（学習効率のよい授業形態）
例）ディスカッション主体の授業授業時間の有効活用

知の公共化による能動的学習の推進

SNS利用による協調学習環境

著作権管理システム
（図書館システムとの連携）

OCW, YouTube, iTunesU

公開ポリシー 著作権管理

何時でも何処でもオンデマンドで自学自習および
学習者が協調して学習できる環境

予習・復習（自学自習）の促進

講
習
会
・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
電
子
教
材
開
発
と
利
用
の
啓
蒙

教員の意見 学生の意見

LM
S

利
用
支
援

電子教材コンテンツ管理
（図書館システムとの連携）

用語説明） CG(Computer Graphics: コンピュータグラフィックス), VR(Virtual Reality: 仮想現実感), MR(Mixed Reality: 複合現実感), AR(Augmented Reality: 拡張現実感), 
LMS(Learning Management System: 学習管理システム), OCW(Open Course Ware)

教材開発支援

今後の授業
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附属図書館付設教材開発センターの活動内容

授業の録画とそれらを編集した講義ビデオ教材の公開
– 授業によっては受講者限定で公開しているものもあるが、講義ビデオ
教材は、YouTube、iTunes U、OCW等を通じて、広く公開

– 外部の多くの人からも視聴されており、学内に限らず一般市民へも広く
学習機会を提供

3次元CG技術を活用した電子教材の開発と提供
– 骨や脳の形状モデルを3次元CG表示し、人体の骨や脳の構造や名称
を学習できる教材、原子核モデルを3次元CG表示し、核分裂と連鎖反
応の仕組みを学習できる教材などの開発

– 学習者が講義内容について興味をかきたてられる部分や学習効果が
期待できる部分について3次元CG技術を活用した教材開発を実践

教材開発技術や著作権等に関する講習会の実施
– 一般の教員向けにWeb学習システムやiBooks Author、Handbookな
どの教材制作支援ソフトウェアの講習会を多数回開催

– 電子教材を活用した授業実践に向けて、教員の意識改革と技術の向
上を図る
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授業の録画とそれらを編集した講義ビデオ教材の公開
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授業の録画とそれらを編集した講義ビデオ教材の公開
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附属図書館付設教材開発センターの活動内容

授業の録画とそれらを編集した講義ビデオ教材の公開
– 授業によっては受講者限定で公開しているものもあるが、講義ビデオ
教材は、YouTube、iTunes U、OCW等を通じて、広く公開

– 外部の多くの人からも視聴されており、学内に限らず一般市民へも広く
学習機会を提供

3次元CG技術を活用した電子教材の開発と提供
– 骨や脳の形状モデルを3次元CG表示し、人体の骨や脳の構造や名称
を学習できる教材、原子核モデルを3次元CG表示し、核分裂と連鎖反
応の仕組みを学習できる教材などの開発

– 学習者が講義内容について興味をかきたてられる部分や学習効果が
期待できる部分について3次元CG技術を活用した教材開発を実践

教材開発技術や著作権等に関する講習会の実施
– 一般の教員向けにWeb学習システムやiBooks Author、Handbookな
どの教材制作支援ソフトウェアの講習会を多数回開催

– 電子教材を活用した授業実践に向けて、教員の意識改革と技術の向
上を図る
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3次元CG技術を活用した電子教材の開発と提供

産業技術総合研究所が提供しているスケルトンデータ(中村仁彦・山根克・諏訪元・近藤修・河内まき子・
川地克明・持丸正明、2008：成人男性骨格形状データ（産総研H20PRO-905))を使用しています。
各種Webブラウザで閲覧することができますが、IEではエラーになる場合があります。



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

9------------------------------------------------------------------------------------------

医学分野における3D教材作成（平成24年度）

学生と教員の協働による教材開発
医学部医学科３名、医学部保健学科１名、システム情報科学府１名

対象：細菌学，組織学，骨学のいずれか

学生を中心として
細菌学を学習するゲーム（シリアスゲーム）の開発を実施中
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医学分野における3D教材作成（平成24年度）

Androidタブレット用3D骨学教材
http://contsrv.i.kyushu-u.ac.jp/web/webgl/demo/loader_objmtl_minna.html

WebGL (HTML5) コンテンツ
WebGL[1]（ウェブジーエル）は、ウェブブラウザで3次元コンピュータグラフィックスを表示させるための標準仕様。OpenGL 2.0もしくは
OpenGL ES 2.0をサポートするプラットフォーム上で、特別なブラウザのプラグインなしで、ハードウェアでアクセラレートされた三次元
グラフィックスを表示可能にする。技術的には、JavaScriptとネイティブのOpenGL ES 2.0のバインディングである。WebGLは非営利団
体のKhronos Groupで管理されている。
( http://ja.wikipedia.org/wiki/WebGLウィキペディアより)

BodyParts3D, Copyright ライフサイエンス統合データベースセンター licensed by CC表示－継承2.1 日本
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医学分野における3D教材作成（平成24年度）

ウェブ版2D骨学教材
http://contsrv.i.kyushu-u.ac.jp/web/PPP/bones/

BodyParts3D, Copyright ライフサイエンス統合データベースセンター licensed by CC表示－継承2.1 日本
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その他の教材開発例（平成24年度）

多言語学習教材の開発（言語文化研究院）
http://contsrv.i.kyushu-u.ac.jp/web/e-

learning/mobile_learning/FL/Multilingual/expression.html
http://contsrv.i.kyushu-u.ac.jp/web/e-

learning/mobile_learning/FL/Multilingual/conversation.html
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医学分野における3D教材作成（平成25年度）

講義内容のすべてについて、3次元CG技術を活用した電子教材
を開発するには非常に多くの人的コストが必要

一部でも3次元CG技術を活用した教材開発を実践
興味を引く電子教材

講義内容について学習者に興味を引かせる

自学自習：アクティブラーナー
学習効率の向上
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医学分野における3D教材作成（平成25年度）

「ゲーム性を取り入れ，学習内容に興味を抱かせるコンテンツ」開発

学生と教員のコラボレーション
医学部学生：４名，システム情報科学府：２名

対象：細菌学，組織学，骨学のいずれか

学生を中心として
細菌学を学習するゲーム（シリアスゲーム）の開発を実施
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医学分野における3D教材作成（平成25年度）

サイキンハザード：Androidアプリ

http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/pandp_app_saikin
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その他の教材開発例（平成25年度）

拡張現実感(AR: Augmented Reality)を用いた教材開発支援
システム

WebGLを用いた3Dコンテンツ閲覧
システムの開発

看護実践力ブロッサム開花プロジェクト：看護師学習用インタラクティブ教材開発のサポート

Handbookコンテンツ
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附属図書館付設教材開発センターの活動内容

授業の録画とそれらを編集した講義ビデオ教材の公開
– 授業によっては受講者限定で公開しているものもあるが、講義ビデオ
教材は、YouTube、iTunes U、OCW等を通じて、広く公開

– 外部の多くの人からも視聴されており、学内に限らず一般市民へも広く
学習機会を提供

3次元CG技術を活用した電子教材の開発と提供
– 骨や脳の形状モデルを3次元CG表示し、人体の骨や脳の構造や名称
を学習できる教材、原子核モデルを3次元CG表示し、核分裂と連鎖反
応の仕組みを学習できる教材などの開発

– 学習者が講義内容について興味をかきたてられる部分や学習効果が
期待できる部分について3次元CG技術を活用した教材開発を実践

教材開発技術や著作権等に関する講習会の実施
– 一般の教員向けにWeb学習システムやiBooks Author、Handbookな
どの教材制作支援ソフトウェアの講習会を多数回開催

– 電子教材を活用した授業実践に向けて、教員の意識改革と技術の向
上を図る
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電子教材開発者および３Ｄコンテンツ開発者向け
講習会http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/howto_make

iBooks教材の開発者向け（iBooks Author実習）
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電子教材著作権講習会
http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/copyright_info
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附属図書館付設教材開発センターの活動成果

授業の録画とそれらを編集した講義ビデオ教材の公開
– 授業を１回聴いただけでは理解できなかった場合や復習のために必要
なだけ視聴し直すことで、理解を深める

– 毎年録画し、公開することで、以前の録画を見て予習ができる
– 最近話題になっている反転授業や融合型学習も実践できる
– 良い授業の録画公開はOCW(Open Course Ware)の理念に合致し、さ
らに優秀な学生の獲得に結びつく

3次元CG技術を活用した電子教材の開発と提供
– 人体の構造や機能をイメージを通じて直感的に理解できるようにする
– 直接経験することが困難な極大（宇宙など）・極小（原子や分子レベルな
ど）・危険（原子力関連など）な事物や場面の理解を助ける

– 講義内容のすべてについて、3次元CG技術を活用した電子教材を開発
するには非常に多くの人的コストが必要だが、一部でも3次元CG技術を
活用した教材開発を実践することで、講義内容について学習者に興味を
抱かせたり、学習効率を上げたりできる
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内容

e-Learning教材開発
– 附属図書館付設教材開発センターの取り組み

• 設置目的
• 活動内容
• 活動成果

e-Learning教材を利用した講義
– PC必携化と無線LAN環境整備
– MOOCsおよびJMOOC
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e-Learning教材を利用した講義

～ＰＣ必携化と無線ＬＡＮ環境整備～

これまでは
講義室の制限（場所・時間の制限）

• 計算機演習室：計算機の設置された専用の講義室
計算機維持管理経費の問題

• PCの陳腐化は早い

九州大学では
平成25年度の入学生からPC必携化
平成24年度に無線LAN環境を整備

• どの講義室でもe-Learning教材を利用可能
• 講義以外の時間に自学・自習が可能
• 反転授業（Flipped Classrooms）と融合型学習（Blended Learning）

今後は
クラウド・システムの利用が重要

共通の計算機環境を必要なときに、必要なだけ提供
著作権処理の効率化が重要

大学学習資源コンソーシアムとの連携（ http://clr.jp/ ）
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e-Learning教材を利用した講義

～MOOCsおよびJMOOC～

MOOCs（Massive Open Online Courses）
大規模オープンなオンライン・コース

– 有名大学の有する電子教材（英語）を利用した自学・自習環境の提供
– 時間・場所に制限されることなく自学・自習が可能
– 無料

Coursera( https://www.coursera.org/ )
コーセラ（英名：Coursera）は、スタンフォード大学コンピュータサイエンス教授Andrew Ngと

Daphne Kollerによって創立された教育技術の営利団体である。世界中の多くの大学と協
力し、それらの大学のコースのいくつかを無償でオンライン上に提供している。2012年11月
の時点で196カ国から1,900,241人もの生徒が一つ以上の授業に登録をした。（もっとも、
Daphne Kollerとのインタビューによると、授業を最後まで受講したのは、数十万人のみで、
修了率は7～9パーセントに留まった[2]。日本では東京大学が参画
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%BB%E3%83%A9

edX (https://www.edx.org/ )
エデックス（edX）とは、マサチューセッツ工科大学とハーバード大学によって創立された

Massive open online courseのプラットフォームであり、世界中の学生に無償で、多岐な分
野にわたる大学レベルの授業を無償で提供している。両大学がそれぞれ3千万ドルをこの
非営利のプロジェクトに貢献している。2011年12月にマサチューセッツ工科大学によって創
立されたより小規模のMITxの発展した形であり、2012年秋に開始した。[2]日本では京都大
学が参画
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%87%E3%83%83%E3%82%AF%E
3%82%B9
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e-Learning教材を利用した講義

～MOOCsおよびJMOOC～

JMOOC(Japan Massive Open Online Courses)
日本オープンオンライン教育推進協議会

http://www.jmooc.jp/

– 国内大学の有する電子教材（日本語）を利用した自学・自習環
境の提供

– 時間・場所に制限されることなく自学・自習が可能

– 日本・アジアをターゲット
– 生涯学習の機会
– 新しい授業形態
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e-Learning教材開発とPC必携化

ご清聴ありがとうございました


